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近代アメリカにおける日本建築およびその従事者についての認識の変遷を構造的に把握することを目的に,1870年 代

から第二次世界大戦までのアメリカの建築関連雑誌(購 読層の異なる5誌 を選定)に 掲載された日本関連の記事を抜粋

し,収 集分析 を試みた。結果 として全データ275件 から,各 雑誌の興味の対象や 日本に対するイメージの違い,ま た,

年代 による記事量や内容の変化などの構造が明らかになった。 日本が 「芸術の国」 と賞賛された19世 紀末から,日 本の

近代化によりそのイメージが壊れ記事数が激減する20世 紀初頭への過程,さ らに日本建築が咀囎 され米国内に内向化す

る過程を検証 した。
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HOW JAPANESE ARCHITECTURE AND CARPENTERS WERE PERCEIVED

               IN MODERN AMERICA 
—A Study of American Architectural Journals of the Nineteenth and Twentieth Centuries—

Mem. Gregory Clancey,

   Ch. Norihito Nakatani 

Seizo Uchida, Atsuko Tanaka and Tsuyoshi Matsumura.

   This research project traces interests in Japan by the American architectural world from the 1870's through the mid-twentieth 
century by examining articles in a selection of the major American architecture-related journals. We chose five major American 

journals representing a range of architecture-related readerships. Analyzing a total of 275 articles, the structural transition of their 
numbers and contents as well as their changing image of Japan was clarified. We have traced a number of important trends, such 
as the transition from an admiration of Japan as an 'Artistic Country' in the late neinteenth century to a decrease in Japan-related 
articles in the early twentieth century because of Japanese modernization.

1.は じめに

1.1研 究の目的 と背景

本研究は,近 代建築における異文化交流のあ り方の一

端 として,近 代アメリカにおける日本建築ならびにその

従事者についての認識の変遷を,構 造 的に理解すること

を目的としている。これまでの 日本近代建築史研究では,

国内の現象を解明することに重点が置かれてきたが,近

代建築 は異文化 との接触交流 を前提 とした 「自国的文

化」の発露でもある。複数の地域,国 家にまたがる近代

建築の関係像 を再構築することが必要であろう。 日本 に

おいては,近 代化への体制がほぼ固まった19世 紀後半か

ら,ア メリカにおいては南北戦争以降から20世 紀前半 を

中心 として,ア メリカにおける日本の建築ならびにその

従事者に対する複数の建築雑誌を対象とした,悉 皆的な

収集分析を試みた。

アメリカは,特 に住宅分野において,日 本 との相互的

な影響が常 々指摘 されて きた注')。また同国での各種ジ

ャーナリズムにおける日本建築ならびにその従事者を扱

った記事 も,た びたび紹介されてきた。 しかしなが ら,

アメリカ人による日本の建築文化に対する認識 とその展

開過程については,著 名な建築家あるいは20世 紀前半の

同国の万国博覧会周辺に限られ,ア メリカ建築界全般 に

おけるその構造は明 らかになっていなかっだ2)。 また

その際に重要なのは,彼 らの 日本理解に対す る 「正確

さ」 を評価の指標に置 くのではない。いわば日本建築は

彼 らの近代化 にとっての 〈鏡〉として機能 しているはず

である。 日本建築 とその従事者たちに,各 階層のアメリ

カ人たちが,何 を求め,何 を獲得 していったのか。それ

をとらえることも,中 心的なテーマの一つである。
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1.2研 究 の 方 法

1.2.1近 代 ア メ リ カ の 建 築 関 連 雑 誌 に お け る 関 係 記 事

の 悉 皆 調 査

調 査 を行 う にあ た り,対 象 雑 誌 を次 の 条 件 に よ って 選

定 した 。

(1)な るべ く継 続 して発 行 され て い る もの

(2)構 造 的把 握 の た め の,建 築 関 連 雑 誌 の 分 類 化

建 築 は多 様 な ジ ャ ン ル,階 層 を包 括 す る も の で あ るか

ら,そ れ ら の特 質 な ら び に 諸 関 連 を把 握 す る た め に は,

上 記(2)の よ う な分 類 化 とそ の 条 件 に最 も 見 合 っ た 雑

誌 の 選 定 が 必 要 で あ る。 今 回 は 購 読 層 を,研 究 者,建 築

家,施 工 業 者 とす る もの の ほ か に,一 般 美 術,家 庭 雑 誌

の5つ に分 類 し,選 定 を行 っ た 。

ま た,ア メ リ カ に は 近 代 以 降 の 建 築 関係 の 記 事 を網 羅

し た 著 名 なTheAveryIndextoArchitecturalPeriodicals,

BumhamIndexが 存 在 す る が,今 回 の探 索 の 限 りで は,

ほ ぼ 研 究 者 的,建 築 家 的 な興 味 に 従 っ て抽 出 され て い た 。

多 種 の 関 連 雑 誌 が 反 映 さ れ て い る も の の 「掴,本 研 究 の

目的 に沿 っ た 編 年 的 な動 向 を み る に は そ の 選 定 基 準 が あ

い まい で あ っ た 。 こ の2つ の リス トの 内 容 を検 討 した 上

で,ペ ー ジ ご との 調 査 を行 っ た5雑 誌 を決 定 した。

また,各 雑 誌 にお け る 記 事 の抽 出 方法 は以 下 に よ っ て

行 っ た 。

(3)合 本 に 収 録 さ れ た 各 雑 誌 の 年 ご と の イ ン デ ッ ク ス

(件 名 分 類 含 む)あ る い は巻 ご との 目 次,い ず れ も な い

場 合 は,直 接 記 事 タ イ トル をあ た っ た 。

(4)検 索 基 準 と して,"Japan","Japanese",日 本 に 関 係

す る 固 有 名 詞,そ れ ら の い ず れ か の 単 語 が(3)に 記 載

さ れ て い る もの の み を取 り扱 っ た。

1.2.2対 象 雑 誌 群 の カ テ ゴ リー分 析

各 雑 誌 ご との 対 象 記 事 を表2--1に して 掲 載 した 。 ま た

便 宜 的 な もの で あ る が,そ の概 要把 握 の た め に,内 容 を

カ テ ゴ リー 別 に 分 類 した(重 複 含 む)。A:JapaneseLife

(日本 の 生 活 全 般 一 ニ ュ ー ス 含 む),B:JapaneseArt(日

本 美 術),C:JapaneseGardens(Eヨ 本 庭 園),D:Interiors

(イ ン テ リア),E:JapaneseCraftsmen/Daiku(日 本 人 職 人,

大 工),F:JapaneseTraditionalArchitecture/Housing(日 本

の 伝 統 建 築,住 居),G:JapaneseModemArchitecture/

Housing(日 本 の 近 代 建 築,住 居),H:Japaneselnfluence

inAmerica(ア メ リ カ に お け る 日本 建 築 文 化 の 影 響 に よ

る 諸 活 動),以 上8の カ テ ゴ リ ー で あ る 。

1.2.3各 雑 誌 の個 別 分 析

以 上 の カ テ ゴ リー分 析 を前 提 と しつ つ,各 雑 誌 の 性 格

を抽 出 した 。 さ らに注 目 さ れ る 記 事 内 容 に つ い て,紹 介

した。

1.2.4対 象 雑 誌 群 で の 構 造 分 析

対 象 雑 誌 群 の 記 事 の動 向 を比 較 し,そ の全 体 的 な推 移,

相 互 の影 響 関 係 等 を分 析 した 。

2.書 誌

今 回 の 分 析 対 象 は,以 下 の5誌 で あ る。

(1)TheAmericanArchitectandBuildingNews,weekly,

JamesR.Osgood&Co.Publishers,WinthropSq.Boston.

(創刊 当 初 以 下 同 様),!876-1938(以 下AABNと す る)

(2)TheArchitecturalRecord,monthly,TheArchitectural

RecordCo.14&16VeseySt.NY,1891-(AR)

(3)CarpentryandBuilding,monthly,NewYork,David

Williams,83ReadeStreet,1879-1930(CB)

(4)TheCraftsman,monthly,TheUnitedCrafts,Eastwood,

NY,1901-1916(CR)

(5)HouseandGarden,monthly,JohnC.WinstonCo.919

WalnutStreet,Philadelphia,1901-(HG)

一 般 に
,対 象 時 期 に お け る同 国 内 の 建 築 雑 誌 に安 定 し

た もの は少 な く,地 方,国 家 両 レベ ル で 組 織 だ っ た運 営

が な さ れ て い た とは 言 え ない 。 そ の 中で こ れ ら5誌 は,

比 較 的 部 数 の 多 い全 国 的 な 雑 誌 で あ っ た。 そ れ ぞ れ が 異

な る 読 者 層 を対 象 に し て お り,AABNとARは 主 に 建 築

家 の 雑 誌 で あ る がAABNは 建 設 業 者 に も購 読 さ れ た 。

CBは ア メ リ カ の 大 工(Ca叩enter)の 雑 誌 で あ る 。 ア メ

リ カ に お け る 大 工 は 建 築 家(Architect)と は 異 な る ク ラ

ス に 属 して お り,両 者 は 互 い の 雑 誌 を併 読 す る 傾 向 は少

な か っ た。CRは ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ運 動 を 愛 好

した 上 流 あ る い は 中流 の 上 と い っ た 階 層 の雑 誌 で あ り,

読 者 に は 女 性 が 多 く含 ま れ て い た。HGは 主 と して 女 性

の 雑 誌 でCRよ り も広 範 囲 の 読 者 層 を持 っ て お り,建 築

同様,造 園 や ガ ー デ ニ ン グ に も興 味 を持 っ て い た 。

AABNは 特 に長期 間発 刊 され,ア メ リカ建 築 の 「記録 雑

誌」 とみ な され て きた 。CBも 同様 に長期 に わた り,大 工 ・

建 設 業 者 の 間 で は 突 出 した 部 数 を誇 る雑 誌 だ った 。ARは

や が てAABNを 吸 収 し,20世 紀 前 半 にお け る ア メ リ カ建

築 界 第 一 の 雑 誌 と な っ た 。CRは1916年 に廃 刊 と な っ た

が,HGは ア メ リカ の 主要 な雑 誌 とな り現 在 に至 って い る。

以 下 に そ れ ら5誌 につ い て の 紹 介 な らび に個 別 の 分 析 を

行 う。 な お 文 中 に 〈 〉 で く くられ た の は 文 献 ナ ンバ ー

で あ り,表2-1に お け る各 記事 の 通 し番 号 に対 応 す る 。

3.AABNに つ い て

AABNは 総 計152巻 出 版 さ れ た。1908年 に 名 称 が

AmericanArchitectに5117.縮 され,さ ら に1936年 か ら38年 ま

で はAmericanArchitectandArchitectureと 称 し,以 降AR

に 吸 収 さ れ た 、,比較 的 ジ ャ ー ナ リス テ ィ ック で あ るが,

建 築 家 や 批 評 家 に よ る2～4ペ ー ジの 長 い記 事 も掲 載 さ

れ て い る。 同 誌 は,ア メ リ カの 日本 へ の 興 味 が 最 も高 い

時 期 に創 刊 され た。 周 知 の ご と く,ペ リ ーが19世 紀 中葉

に 日本 を 開 国 させ た と同 時 に,日 本 へ の 一般 的 な 興 味 の

第 一 波 を引 き起 こ した。1860～65年 の 南 北 戦 争 と南 部 再

建が ア メ リカ の 関 心 を 国 内 に引 き戻 した もの の,ア メ リ



力最初の万国博覧会である1876年 のブイラデルフイア博

覧会が,再 び日本への興味をかき立てた。 日本の展示は,

日本の大工が珍 しい道具や技術 をもって建物を建てた壮

挙もあって,最 も人気があった。

3.1全 体 カテゴリーによる今回対象記事の性格

今回の選択基準 によるAABNの 対象記事は全135件 と

なった。抜 きん出て数が多いのは週刊によるものと考 え

られる。AABNは フィラデルフィア博 と同年に創刊 され,

続 く4年 間に19件 の日本 に関す る記事を掲載 した。編集

者の 日本への関心は続 き,1880年 代 には45件,1890年 代

に40件 の記事があるが,後 者は1893年 のシカゴ博に関す

るものが多い。1900年 代は 日本関連の記事は16件 に減少,

次の1910年 代 には6件 になる。 さらに1920年 代には6件,

雑誌が廃刊 となる1938年 までの1930年 代はたった1件 で

ある。故に1870年 代から1880年 代 にかけてが最 も日本へ

の関心が高かった と言える。 これらのカテゴリー別件数

を,表3-1に 挙げる(重 複を含む)。

庭 園,イ ンテ リ ア に 関 す る記 事 は少 な い が,生 活 全 般

(含 ニ ュ ー ス),日 本 の美 術,大 工 職 人,伝 統 建 築,近 代

建 築 の 動 向 を い ず れ も広 く扱 っ て い る。 こ れ は 同誌 が ア

メ リ カの 建 築 界 にお け る広 範 な読 者 層 を対 象 と して い た

こ と に よ ろ う。 速 報 性 は5誌 の 中 で は最 も早 く,日 本 で

の イ タ リ ア か ら の 美 術 教 授 の 招 聰 〈5>,前 年 の 東 京 で

の 大 火 を3か 月 後 に 紹 介 して い る 〈7>。 ま た 日本 に お

け る近 代 建 築 の展 開 の動 向 につ い て も比 較 的 初 期 よ り紹

介 して い る 〈9,20な ど 〉。E.S.Morseの 著 作 「Japanese

HouseandTheirSurroundings」(1886)が 刊 行 され る以 前

を も っ てAABNの 初 期 とす る と,当 時 に お け る 日本 の建

築 に つ い て の 認 識 は,大 仏 の 寸 法 〈14>,和 紙 の 性 質

〈12,19>,大 工 職 人 の 優 秀 性 〈2,18,23>,東 洋 に お

け る 日本 美 術 の 位 置 づ け<15>,五 重 塔 の 心 柱 に つ い て

の 驚 異 と懐 疑 〈48>,火 事 と地 震 国 と し て の 理 解 〈13>

な どが トピ ッ ク と して 報 告 され て い る 。

3.2執 筆 者 に つ い て

署 名 記 事 は 少 な く,計135件 中,7件 で あ る 。 い ず れ

の 執 筆 者 につ い て も詳 細 は不 明 で あ る 。1896年 に徳 川 期

の 寺 院 に つ い て 寄 稿 したC.T.Matthews〈93>は,同 時

期 にARに も記 事 を発 表 して い る 。

3.3引 用 さ れ た 記 事 に つ い て(他 紙 との 関 係)

国 内外 の ほか の 出 版 物 か らの ニ ュ ー ス の コ ピー が 多 く

掲載 されて い る。 英 語 圏 の新 聞(NewYorkTimes,London

Times),技 術 専 門 誌(TheBuilderEngineering,Inven-

tion),ガ イ ドブ ッ ク な ど で41件 に 上 る 。

3.4各 記事の紹介

1870～80年 代の記事では,日 本が西欧が失 った美的感

覚を備 えた 「芸術の国」 として表現 されている。その時

期のすべての記事が 日本 を賞賛 し,西 欧 との比較におい

て好意的である。特に日本の大工職人は,編 集者に退廃

的 とみなされた西欧の職人 と比較 されている 〈23>。こ

れらの日本への誇大な賞賛が,ア メリカと英国の組合組

織の拡大 に対立す る編集方針が影響 していると考えられ

る。AABNは 繰 り返 し日本 とアメリカの職人を比較 し,

日本人がその仕事のみに集中 し,賃 金増や労働時間の短

縮などの政治的活動 にかかわらないことを強調する。同

国の組合活動は南北戦争後に急成長 してお り,AABNは

組合の目的に同調 しない建築エリー トたちのマウスピー

スで もあった。 日本 は中世 ヨーロッパのように,政 治階

層 を超 えて,す べ ての階層が美 のための美 を追求する

「美的」な世界のモデルであるとされた。

1890年 までに,こ のような芸術の政治的論議の中での

「芸術の国」 としての 日本の機能は,弱 まったと考 えら

れる。 日本の西欧化 を語る記事が,日 本 を賞賛する記事

よりも多 くなった。AABNは シカゴ博の 日本建築 を高 く

評価 したが,あ る記者は,賞 賛すべ き作品をこれまでの

ように日本の職人総体 を主語 とせずに,個 々の芸術家の

仕事 として解釈 した<82>。 片山東熊の赤坂離宮計画を

知らせる1899年 の記事 には 「竹 と畳の家が過去のもの と

なった時,何 が 日本へ と私たちを向かわせるだろう」 と

書かれている 〈104>。

1900年 代の日露戦争での 日本の勝利が,日 本が西欧勢

力に参入 したとみる視点と同様 に,AABNで は芸術分野

での 「日本」の排除の発端 となった。1905年 に編集者は

「芸術人」としての日本人への戦争の影響を憂慮 し,「長

い自国の芸術史の終焉と,え せ芸術運動の始まり」 を嘆

く。1907年 の記事では日本が ソウルのパ ンダック塔を撤

去 した行為 を 「レイプ」 と称 した 〈118>。1919年 までに

日本関連の記事は極端 に減少 し,あ る書 き手は,東 京が

「世界の建築が混在する最 も汚い都市 になるだろう」 と

述べている 〈123>。このような近代性の拡大は,な ぜ 日

本関連の記事が関東大震災以降,同 誌において途絶えた

かを説明 してい よう。

4.ARに つ い て

AR誌 は5誌 の 中 で も最 も息 の 長 い雑 誌 で あ る 。 また,

1938年 に は 先 のAABNを 吸 収 して,20世 紀 前 半 にお い て

は ア メ リ カ建 築 家 界 の主 流 の 月 間雑 誌 で あ っ た。1925年

頃 に は 社 名 をF.W.DodgeCorporationに 変 更 し て い る 。

今 回対 象 と した 創 刊 時 か ら1945年 まで の 期 間 をみ る と,
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I 18Ae8IJapenese Houses 878 7N • • 75 AA.I(Note on the Morse Pottery Collection ) 1892.1 XXXV No
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N.8117

2023 18888 I(Note on Establishment of Sohool of Fine Arts in Japan) 678 73 MBN IChicago(Note on Japanese Building at the World's Fair.) I r
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11 IAABN A Large Bronze Statue 678 III No IIS 24 111
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85 IAABNI(Exhibtions Note on upooming exhibition in Kyoto next year.) 189l2 WM No
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17 MBN Japanese Bronzes 1878 V No 170 04 •I

•

••
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91 MBNI(Note on minerals of Japan, the Great Britain of Asia) 1895 XLIX
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18 MBN How English Work is done by Foreigners 1879 V No 172 120 92 AA.!The Imperial Palaces of Japan 1695 L No.1037 72 •
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No.1080
54

•

•

23 IMBN Japanese CR worked on Gallia 1880 VII No223 38 • 97 MBN The Cemusohi Muaeum. Paris 1898 lXl No.
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24 /USN The Lest Great Fire in Japan 1860 VII No223 138 • 9s MBN IA Wonderful Japanese Carving 1898 LXLNo
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25 MBN Japanese Marble 1888 VII No227 94 99 MBN IA Porcelain House 1898 LXI
No1184

80 I.

26 MBN Japanese Fans 1880 VII No 230 228 •

a

• 100 MBe!Decline of Japan's Ceramics 89e LXL
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 27 IAABN Japanese Estimate of Japanese Art. 880 VII No 233 281 ^ 101 ...Metter from "a Japanese arohiteot, Mr. H. Mamizu ) 1898 LXANo
Iii

58 •

28 AABN A Japanese Phosphorescent Paint 1880 vm
No243

94 •

•

102 AABN (Note on Japaenee photo. in the oollection of the Boston Public

Library)

11199 LXV • •W •

29 AABN Paper Belting 1861 IX 19

•

• 103AA0N Mote on Japanese Bovemment's purchase of American steel framef
or Imperial Palace)

18911 LXV.No 12
39

98 •

30 1M8N Japanese Legend of the Origin of Art 691 79 IW ....1IChicago(THE PALACE FOR THE JAPANESE PRINCE IMPERIAL) 11199 LAV No
1240

08
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31 AABN A Japanese Temple for Pens 1881 X No. 215 90 •

•

105 ...Mote on Jepsonse garden in S. Orange, NJ) 1900 LXIX 41 • •

32 AABN A New Japanese Temple 1881 X Na 295 175

co

108 AABN IPerry Memorial for Japan 1901 LXXI 1e •

33 AABN Dr. Dresser in Japan 883 X111 • 107 AABNIAnimab in Japanese Art 1901 LXXII i8 •

31 AABN ( Book review,Japan: Its Atohheoture. Art, and Art Manufactures,
be Chris/Abhor Drawer. London. Lonmlane)

883 XIII.No374 92 108 AABNIA Japanese Sleeping Custom i9m LXXV1 88 •I

35 AABN Cremation in Japan 1963 %III Ne
3B/

CI 109 AABNI(Note on the outbreak of the Russo-Japanese War) 1904 LXXXIII 50 •

35 AABN !Earthquake Observatory 1994 XV 421• t10 MBNIA Student in Japan and India 1904 LXXXIII 83 •

•37 AABN Japanese Fans 1884 XVl Ne
/e9

190 •I 111 MAIN (Japanese Art liksy to suffer because fo the war with Russia.) 1905
1-6

UIXXVII. 28 •

3e AABN The Statue of Dablltau 1884 299 • 112 1M8N One of the Wonders of Japan 1905
.I-8

LxXXVII 100 :1•

39 AABN (Note on John Wine) 1886e XVII
No496

299I •

31

41 • •

• 113 IAABN K800KS AND PAPERS .Mr. Cram) 1906 LXXXVIII 215 •

40 AABN Japanese Homes and Their Surroundings I 1998I XIX • •

• •

f .

114 IAAmilA Curious Japanese Custom 190a4 LXXXVII 40 •I'

41 AABN Japanese Home and Their Surrounding. II 8418.1 XIX 115 AABN1(Note on the diplomatio controversy over exolusion of Japanwe
ohildren from public schools in Califomiatabor'e report on Hawaii.)

teos L10(XVII. 30 • • •

 42  AABN 'Japanese  Home. and Their Surroundinge III 8881 XIX
No524

^

•1•

18 AABN The Yorks* Japanese Room(C T. Yerkes) 1908 LXXXIX I' t:•17

43 AABNIConetruotiona in Earthquake Countriee 1888I XI 55 117 1AABN The Vain. of the Bells 1108 X0 (XV) I30 • S •
AABN IJapanese Homes and Their Surrounding. IV 1889 XIX Va

52B
451 • • •II 118 1AABN (Note on the removal to Japan of the Pungduk Pagoda of Seoul
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19071
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745 AABN An Oriental Cantilever Bridge 18e8 XIXYe
529

82 • 119 AABN The Pung-Duk Pagoda and other Loot 19071
-8

X01 233

48 AABN ( Enda and Bookmann. Goverment of Japan) eee IX
oN'a8:l!

49

•

• 12a AABN (General article on destruction of forests ) 19071
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X01 24e

•47 AABN (Two reports on"oryetal sphere. ) 18/188 IXIXNa
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229 121 AABN A Visit to the NAGOYA EXHIBITION. JAPAN 1910 XCVIIL No
1e1e

137 •

i4g AABN (Note on Condor, assessment of pagede) 1888LOX
..518

302 •

•

22 AABN Japanese Stenoils 19101 XCV01
No 1820

59

•49 AABN ( Follow—up note on Ends and Bookman, in Tokyo) 1887 IXXIWn
677

28 23 AABN Japanese Architecture 191B CXV 759 •I

50 AABN /Recent Earthquake Shook. in Japan 811177 21I.1

•

124 IAABN Japansse Bathhouse. 1C91%V 7W• •
51 AABNI (Note on Japanese drawing pane-brush) 8878 XXI

No188
22 • 125 MAN Japanese Rent Profiteers 1919 10%VI 55e •

52 AABN((Landsoape Gardening) 8871 159 • 126 1AABN Japans.. Carving Worlds Largest Statue 1E119 CXVI 597 •

53 AABN Domestic Architecture in Japan 181171 XXI 81 • 127 1AA8N Japan's Housing Troubles Amusingly Reoounted by • Visitor:
Diffaultiee Presented in Providing Neoeeaary Types of Houses for
the Native and the Foreigner

1920 CXVII 337 • •

54 AABN The Latest Step in Civilizing Japan 19871 1e1 •

•

28 AABN An Insight into Japanese Life 9201 CXVIII 39 •

•55 AABN The Part( at Uyeno 1887 1%XI 62 29 AABN Signs on Japanese House. 1920.1 CXVIII
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58 AABN The Morse Collection of Japanese Pottery 188751
5.1Na598

"55I.1 •
30 AABN The Rebuilding of Japan 19201 C.111 240I •

 67 AABN Landscape Gardening -11 8871 1.11 283

a-

a

• 1311AABN Native Japanese Architecture Gives Way to Modem Styles 19201 CXyIIL 338

f

I

58 AABN (Note on Museum of Fine Arts in Boston,Japanese Robes, Dr.
Bigelow, Morse)

687 XXI
Ne Btl

801 32 AABN Japanese Tea House, Rookfeller Estate. (Photo only) 19227ICXXIINo
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I

59 AABN Monumental Use of Bronze in Japan 198B 4 XXIILNo
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79 33 AABN The Rebuilding of Japan 1923 7
-12

CXXN No
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80 AABN Japanese Pictures 18884IXXIII No
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190 734 AABN Tokyo and Yokohama.- Views made after the earthquake 1923 7
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CXXN No
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81 AARN The Old and the New 188881X%11I
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•

35 AABN Block Prints Made Japanese Style 931 4 240 •

92 AABN BOOKS AND PAPERS- Brief review of Artistio Japan, a Journal 1889 XXV
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83 AABN Bolding from the Roof Down 1889 XXVI
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8B I 37 AR Eastern Asia or Chaina,Corea and Japan 1896. fi 289

84 AABN Canada( JAPANESE TOMBS) 1989.9IXXVI
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•

138 AR Japanese Architecture 18984 fi 383

85 AABN ( Article on Museum of Fine Arts, Boston Museum) 18903 XXVII Na
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190 39 AR The Famous Japanese Room in the Marquand House-Illustrated I905 7 93 Of Si

1.88 AABN (Eduoation Note on Schools in Germany and Japan ) 890 XXVIILNal
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15B I 140 AR Japanese Houses-Illustrated 9081 I9

87 IAABN(Brief summary of paper "on Japanese Workmanship- ) 18908Na
IXXVIII757
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141 AR The Period of Daikan-Illustrated 9082 18 145 • I

88 IAABN The Use of Alloys in Art Metal-Work 1890 XXIX 15 42 AR Japanese Art and Architecture 19083 I9 230 • •
189 IAABN Things Made of Paper in Japan 1B90 XXIX No

781
80 I • 143 AR Crams Japanese Arohiteoture 19083 19 230 r

70 AABN The Japanese Fire-Proof Store House 189I XXXI 48 • 144 1AR Variety in the Architectural Practise -some works of Walker &
Gillette-

19144 35 277 •

71 AABN The Opening of a Greek Cathedral in Japan 1B91 .X11 No
781

87 S 145 AR Residence of Harold L Ickes Esq., Hubbard Woods, ILL, and the
Residence of Mre.Cyrus MoCormuok, Lake Forest, ILL

9183 99

 72  AABN Statue of the Japanese God of War 1891 XXXIIINo
8I8

92 NI• 148 AR Imperial Hotel.Tokyo,Japan /Graphic Description in Architecture 923 53 325

r.
73 AABN Canada 1891 =UV Na

828
59 • 147 1AR Reflections on the Tokyo Disaster 9241 55 113

74 AABN Chicago(Chicago World's Fair) 18921IXXXV No
838

18 • • 148 1AR Imperiak Hotel.Tokyo,Japan 1924.1 59 119
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14D IAR In The Ceuea of Arohi :eoture 1928 350 •
15a A. !Starrett-Lehigh Build'ciD,NewYork City /by Russel G. and Wetter

M. Cory. Yasuo Matsui Associate Architects.
19331 71 30

r r
151 AR The Imperial Hotel in T'okio /included in AN AUTOBIOGRAPHY

FRANK LLOYD WRIGHT

1932.4 71 30

I152 AR American Architect In Japan -The Work of ANTONIN
RAYMOND. Arohiteot-

1933.1 73 41

I
153 AR Portfolio of Concrete 13uilding 193e1 79

I154 AR The Lesson of Japans. Architecture 19381 BO 22 r I,.
155 AR Ready for the Japanese Parliament 19381 as 334

155 CB Japanese Art 1879 151

157 CB Japanning 1879 159

58 CB American and Japanese Lacquer Work 1879 72

I
159 CB Japanese Buikkin 18807 loll f
1e0 OB Japanese Ornament 1881 531 [::

•

•

1e1 CB Building in Japan 8822 231911 .

1:1.1°162 CB Japanese Houses 1982 8311

163 CCB Japanese Took 1882 1321 F.

 164 CO1 The Construction of Japanese Pagoda. 18838 51
•t165 1oB Japaneae Houses IBBI

L
166 be Japanese Letboe WM. ,ee67 123

.7 ICe Japanese Meohanioe 18867 133
{

188 ICS Forest Devastation In ,Japan 18e61 220

169 1CB Japanese Art 1899.1 II 67

2°91 t !1 
:170 Ke Japanese Puzzle 18891 1i

171 ICe A ourious Jap.....Dwelling 18917 1455 1.... •

172 1C8 Ancient Japanese Houses 1894.11 18

280

fI

It
179 ICS Japanese Lacquer 18941 18 I•I •
174 1139 Japanese Tools and their Wars 1e969 111 21

175 re /Shipping House to Japnn 18911 19 •

176 IS. What Is probably the first fire proof steel building to be erected
in the empire of Japan

1897.8 19 12 I•

177 108 !The only structures in Japan 1899

ir-178 iCe IJapanese Wood Carver 1899 II

179 109 New Japan... Paleoe 1899 11 241 f LL •

180 1CB A Modem Japanese Palace 11001 22 2 •

 191 1CB Derricks for Japanese °alaoe 19007
.V1

.1*
182 1CB A Japanese House 1904.4 2e 12 •
193 K9 A Japaneee Bathroom 1907 2e •

184 ICR Some Phases of Japanese Art I9039

185 1CR Japanese Gardens 1903.8

_8 •

3

188 I00 'Karen and the Decorative Art of Japan 19C3.1

187 1CR Japanese Color Prints end some of than Maker. 10011

189 ICR /Japanese book illustrations 19021

38 Ilk189 K. !Sakai Watanabe 1601.1
•

•

180 'OR IJapanese Gardening - The Art of Japanese Gardening11004.1 I

181 ICR 'About Saks, And the Fleming Art of Sake-sets 1904.1

182 I. !About Japanese Boxes 1901.e

183 IOR IA Janine.. Collection in America 1904.e 485 •

L
104 I. /Japanese Bronzes 1904.e 481

125 Icxt The Evolution of the Japanese Carpenter 1906 1 BB

196 loll [Japanese Flower Jars 19053 210 •1;
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202ICR INOTES:REVIEWS 10011.4 21 f:203I. The "New-0WSchool of Japanese Art" - Landscapes that have
the Modem Spirit with Traditional Methods

10066 18B •

204 I. Japanese Arohiteoturo and its Relation to the Coming American
Style

10005 62 I

203'CR Boat Life in Japan - Humble Artistic housekeeping on Japanese
Junks

190117 488 GI i

200 ICR Simple Life in Japan - Achieved by Contentment of Spirit end a
True Knowledge of Art

19061 814 •I::
207 CR The Ume or Plum-Flower Belongs to the Hietory. Literature and

Art of Japan - It is Celebrated in the Shogatsu, the January
Good Will Festiv^I

1007.1 404 •• .d

20e CR A Japanese Impressionist. Some Delicately Imaginative Studio.

of Birds and Flowers by Hiroehige, who.. Farne Rests Chiefly
upon his Landeoapee

1007.1 22 •

209 OR IA House of Fine Detail that Conforms to the Hillside on which it
is Buih

1907.0 329

I•210ICR The Trail Japanese Influent's in our Modem Domeetie
Architecture

10071 440

•

•

211 I. lAn Artist's Home in Japan:How Helen Hyde has Modified an
Eaetsm Needs in its Own Way

100e.1 tee

212I00IThe Value of Permanent Architecturea.a Truthful Expression
,f National Character

10064 90 •

213 CR The Use of Water in • Little Garden 10091 113 •

•214 CR Some Pasadena Houses Showing Harmony between Structure10034

and Landsoaos

21e

215  CR INotes:Reviews119181 n

4218 CR The Influence of the West on Modern Japanese Art 11510211

2I7 CR /How Beauty and Labor are Interwoven in the Daily Life of JapanIts102 11 r
218 CR !The Garden of the Many Little Paths119102 17 Otf_17---------
218 OR 'Pantomime: Its Place in Education end its Significance to the ltst0e

Arts

17

220 CO The Relation of Modem American Art to that of China and 11.1.9
Japan: Demonstrated at the Reoent Exhibition at Ann Arbor

18 Nue e9~ I,
•

221 OR 'Japanese Effects for Small Gardens118109 18 Nue
.011 111

I7
222 CR IA California Bungalow Treated in Japanese Style110109 =lad 0h1 1 1 1

iEL•I2'M
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Vat fiTa•1~—

A BBCDEl F 0 H
223 CR A Nietory of Japanese Color Prints 191I 24 NoA 847

224 CR Picturesque Treatment of City Windows I9IIe 20 Nee 512 1 1•
225 CR A Sheaf of Ramma( Japanese Wood Carving) 1912I 21 Nd 448 - 1 1•

229 OR The Japanese Art of Diffused Lighting 19121 21 Ne4 449 I I!

227 A Backyard Garden:From Japanese Inspiration I9123 21 Ned 877 •I. •
228 CR The Sugi Fnish: A Japanese Deooretive Treatment of Woods 1912.5 22 Ne2 220 •
229 1CR Ike-bana, or the Art of Rower Arrangement 1912.e 22 Nw2 228

I

I

230 10R How the Japanese can Help You Make a Little Garden 19121 23 Ne2 229

•231 1011 Japan's Beauty an Inspiration to Amerioan Home-Builders 19131 24 110.1 42

•232 10R Creating Atmosphere in the Gardens: Illustrated by A Japanese Half-
Acre in Callfomia

1913.9 NO 58g •

233 1OR Books on Japan that will Internet Students 1913.1 211 Ne2 19e1•I

234 1CR Eduoating Japanese Women 1913.1 25 Ne3 -171•

•235 1CA Japanese Art Conventions 1913 25 N2.3 298

238 CR Garden Houses: Their Contribution to the Pleasure of Outdoor Living 19144 19 21 401.
237 CP Building Beauty Into the Landsoape: Some Old Bridges of Japan 19141 26 588 •1
238 CR A Picturesque Japanese Finiehing School, where Girls are Taught to

be Chemin. Women and good Housekeeper.

1914.9 2s °20I•

•239 CR Chrysanthemums, the Crest of the Mikado and the Favorite of the
Little Garden

1914.1 27 t25

240 1CR A Japanese Garden in Amerioa: Garden-Making that in Formal
Manner Fxpreeses History. Romano* and Poetry

11153 27 820 •

241 CR The Simple Beauty of Japan In an American Apartment Achieved
through the Maaio of an Satan Decorator

1916.7 22. 358
t• I

242 CR The Pins at the Gate: A New Year's Greeting 191e1 26 Na4 3:8J
"'NNW

•

24310R The Japanese Print se a ReformerltePower to Influence Home

Decoration

1016.5 90

244 MR The Return of the Candlestick: It. Deootative Value 191e5 30

245 1CR Book Reviews -The Flower Art of Japan 191e5 130

101.NO
[Japanese Temple Gardens 24e 19023 77 I•

247 HO IThs hie garden at Horikiri 19031 32

248 160 IFanlous gardens of Japan 10142 7e •
249193 IThe Japnqs He 1904.3 143

-I•

250 160 Moral arrangement in Jaw 1901 125 •I

251 1.0 IA Jagless garden at Lansdowne, PA 190e 10 02 •
252 + /Japanese Garden in Morioa 1 MRMATTHIAS Homer. garden 19097 17 •
253M0 [Artistic Japanese features for gardens sod oountry estates 1907 12 82 •
254 160 IThe Japanese tree Mao 1907 12 195 •
255 60 IJapansss Garden in Amerios 2 MRCHARLES J . PILLING'S GURDEN10002 48

••
•

256 NG IJapnese irises 19e9 198

257 IHO IBungalows,Portabls and Seotional(Billinge. Stevens Company) 910e ~•
258 60 How the Japans. arrange flowers///An art that in Japan is taught to

the younger generation es widely 50 music is taught to our own eons

end daughters

1911 18 • •

259 60 IYama—no—Uohi 1011.0 168 • r. I •
260 60 IJapnes, stencils 1912 21 I,
2811a0 IJapneae Garden 19147 41

11!..
I,.

262 IFa3 IJapnese Lamps 1014e 474 •

263 HO Japes* garden in America///The fabrio and spirit transplanted in
the environment of the western world --Size and treatment--water
rieuirementa

1918e v •

284 HO A nipponese oomer in America 1918e 21 • •

265 HO As the Japanese arrange their flowers 19185 26 I".
268 1H0 Connoting Jannese ooler pinta 1918e 30 .1•
287 60ISword-guerde of feudal Japan//Tsuba of samurai glory that find

their way from nippon to the oolleotors shah/es-Theirhistory and
adornments

1917.e 24 •

288 HO IThe garden on the estate of John B. Dumont,Een 9185 22

391 •

S

289 HO IThe humorist. and landeoapiata of Japanese painting 1919.3 "1 mkt :I •
 270 HO 'Japanese homes of today//Interiors decorated and furnished in the

European manner in houses of traditional Japanese arohitsoture 1•I'
271 Ito IA bungalow in the Japaneae etyle 1210.1 42 •1 f
272 1HO ISeen in the shope 111 43

273iGmO IThe Japanese tea oereony//The epitome of japanese ouhurn. this
linative custom presents many opportunities to the collection ofthings oriental

920B 72

a

274 ro IThe !MARI ware of Japan//Collsotable porcelains of the Hizen
Arovinee

922 39 r

215 03 Collecting Japnese inn) //A delectable field for the connoisseur who

lie interested in the smaller art creations of the far east
1922I e. I

(AABN)Tho　 Am●riogn　 Arch忙oct　 md　 Building　 Now8,　 joumal,　 J8mo8　 R,08dood

&Co　 Publishors,Winthrop　 Sq,Bo8ton(創 刊 当 初 以 下 同 様),1876-1938

(AR)Th●Arch}toctural　 Rooord、monthly,Tho　 Architectuml　 Rocord　 Co.

14&16Vo80y　 St　 NY,1891一

(CB)Carpontry　 and　 Buildhg,moo廿 摯ly,　Now　 York,　 David　 Williamsβ3　 Roado

Streot,1879-1930

(CR)Th●Cra仕8man,mon廿11y,　 The　 Unitod　 Crafts.Eastwood,　 NY,1901-1916

(HG)Hou8●and　 G畠rd6n,monthly,　 John　 C.　Wh8ton　 Co,919Walnut　 Strooち

Philadolphia,1901一

A.Japane8e　 Lif6(日 本 の 生 活 全 般 ・ニュー ス 舎 む),

8.Jap8nose　 Art(日 本 蔓 術),

C.Japano80　 Gardons(日 本 庭 園),

D.Intθrior8(イ ンテ リア),

EJapanose　 Craf憶mon/D8iku(日 本 人 職 人/大 工),

F.Japano80　 Traditional　 Arohbcture/Hou3ing(日 本 の 伝 統 建 築/住 居),

G.Japane30　 M。d・m　 Am翫o。turo/H。using(日 本 の 近 代 建 築/住 居),

H.J8pane301n伽enoo　 in　Amorica(ア メリカにおける日本建築文化 の影響によ

る諸活動)



各号は小論文程度の長い記事がユ0件程度,そ れにニュー

スや編集後記が毎号加わるという構成になっている。日

本建築に関する記事についても,比 較的記事数の多かっ

た1900年 前後を中心に,あ る程度まとまった量 を持つ記

事が掲載 されている。

4.1全 体カテゴリーによる今回対象記事の性格

今回対象記事は全20件 であ り,そ の内訳は以下のよう

になった。これらのカテゴリー別件数を一1表4-1に 挙げ

る(重複 を含む)。

AR誌 に お け る最 初 の 日本 関 連 記 事 は,C.T.Matthews

に よ る一 連 の 記 事 で あ る<136,137,138>。 日本 の伝 統

建 築 を扱 っ た もの で,同 誌 に お い て は初 期 を 中心 に 最 も

扱 わ れ る こ との 多 か っ た テ ー マ で あ る。1905,6年 頃 に は

日本 関 連 記 事 の ピ ー クの 一 つ が あ る。 伝 統 建 築 の ほ か 美

術,生 活 に つ い てが 多 くな り,消 え ゆ く文化 と して 日本

の伝 統 芸 術 を憂 え て い る。 しか しこ れ以 降 に な る と,初

期 の よ うな 長 い 記 事 と して 日本 建 築 を扱 う こ とが な くな

る 。 後 期 に お い て散 見 さ れ る の は,日 本 屠 室 を持 つ住 宅

の 写 真 な ど(写 真4-1,写 真4-2)で よ りイ ンテ リア 的

な も の で あ る。 ま たF,L.WrightやAntonmRaymondに よ

る 日本 で の 建 築 作 品 を紹 介 が 開 始 さ れ る,,

4、2執 筆 者 に つ い て

ZaidaBen-Yusufに よ る 日 本 滞 在 時 の 体 験 記 が 文 献

〈141>で あ り,そ の 夫 人 も文 献 く140>に お け る 撮 影 者

と し て 登 場 し て い る 。 ま た 前 述 のC.T.Matthewsに つ い

て も,分 析 や 描 写 の 精 度 か ら判 断 す れ ば 日本 に 滞 在 の 経

験 が あ る と予 想 され る。 この 他,同 誌 にお い て 日本 建 築

研 究 の 権 威 と され たR.A.Cramも 来 日の 経 験 が あ る。 来

日 に つ い て は,日 本 の建 築 雑 誌 で も何 回 か報 道 され た。

こ の よ う にAR誌 に お け る 日本 関 連 記 事 は,実 際 日本 に

滞 在 した 者,あ るい は ア メ リ カ に 出 現 した 日本 建 築 を直

接 見 た 者 に よ って 書 か れ て い る こ とが 多 い 。 しか し ピー

ク 時 以 降 に つ い て は,日 本 関 連 記 事 の 減 少 と と もに,彼

らの名前が再び見 られることはない。

4.3引 用 された記事について(他 紙 との関係)

AR誌 の 日本関連記事 には書 き下ろしの ものが多 く,

他誌から引用が判明する記載は見当たらない。

4.4各 記事の紹介

(1)日 本の伝統建築に関する認識例

日本関連記事の掲載がピークであ り,実 質上の最後 と

なった1905,6年 までを分析すると,日 本の伝統芸術 をそ

の精神性から保存させていきたいとする意識が,ほ とん

どの記事からうかがえる。例 えば1906年 の前出q41>

では,日 本で使用 した火鉢(写 真4-3)に 対 して,そ の

審美性のみならず礼法の面からも陶酔 してお り,石 油ス

トーブに取 って代わられようとする実状 を憂いている。

また編集部がR,A,Cramの 日本建築研究 と併せて論 じて

いる1906年 の2つ の記事 く142,143>に おいては,世 界

主義が進展する中,伝 統芸術を残 している稀有な国とし

て日本を認識 している。そ して彼 ら編集部の仕事 として,

「伝統的感覚 と,芸 術や詩など伝統 的表現を保持 してい

るすばらしい人々への同情の感覚を,精 一杯啓発するこ

と」が述べ られている。

(2)日 本建築の発展過程についての認識例

日本建築がその発展の歴史において,大 陸からの外来

文化の影響を受けたことは言うまでもない。ただ,そ の

受容のされ方に関 して模倣や折衷などさまざまな論議が

なされるわけであ り,C.T.Matthewsに よる前出の記事の

中で もこれに関して共通 した見解が示 されている。その

うちの1896年 の 〈137>は,東 アジアの建築 として主に

中国と朝鮮,そ れに日本の建築を少 し説明 してそれぞれ

の比較 を行ったものであるが,そ の中で朝鮮や日本の建

築を中国建築の影響下にある もの と指摘 した上で,さ ら

に 「東への移行の中で最 も洗練 され理想化 された」 と日

本建築を特別視する。この日本建築の発展説は,同 時期

の 〈136>や 〈:138>で も同様 に繰 り返され,そ の絶頂が,

芝の寺や 日光の徳川寺だと説明 される。 日本建築の特徴

を近隣i諸国のそれと比較する視点は,前 出のE.S.Morse

の著作で もみられるが,そ れ らの関係性から発展過程 を

明確 に主張 した外国人による貴重な例であ り,そ の出自



についての検討が待たれよう。

5.CBに ついて

書誌において述べたように,本 書は米国における建築

施 工 者 を対 象 に した月 刊 雑 誌 で あ る。1910年 よ り

BuildingAgeと 改名 した。それ以降は誌名が示すごとく,

鉄筋コンクリー トや鉄骨などの近代的生産の関連が主要

対象になる。今回の調査では,日 本の記事が散見 される

改名以前の時期に絞 り,そ の内容 を調査,分 析 した。

5.1全 体カテゴリーによる今回対象記事の性格

今回の選択基準による対象記事 は全27件 となった。こ

れらのカテゴリー別件数,表5-1を 挙げる(重 複 を含む)。

雑誌 の性格 による ものか,実 際の施工方法への言及

〈157,163>,技 術者的な視点か らみたコメ ント 〈161な

ど〉が多い。とりわけ日本の伝統建築ならびに大工に関

する記述は割合的にも多 く,そ の技術的分析に及ぶもの

もある 〈163,ユ67>。 その執筆主体の多 くが 日本滞在を

体験 したことのある技術者層 と考えられる点 〈174など〉

が,特 に注 目される。

それに比較 して,一 般的な日本美術 に関連する紹介は,

初期以外はほとんど見られず<160>,ま た他雑誌ではし

ば しば取 り上げられる日本庭園に関する記事が皆無であ

ることも大 きな特徴である。

日本建築についての紹介は,日 本の建築専従者に関す

る記事 とともに多い。大 きくは19世紀がほとんど伝統建

築についてであるのに対 し,20世 紀以降は,赤 坂離宮の

建設を中心 とした近代以降の建築についての紹介がその

主要をな している く179など〉ほか,ア メリカか ら日本

への建設輸出についての レポー トも見 られるようになる

〈175>。19世 紀の方が総 じて日本建築に対するより深い

「理解」が試みられているのに対 し 〈164,165,!72>,

20世紀以降は同じ題材を扱いなが ら,そ の知識がむ しろ

後退 している例 も見受けられる<177,182>。 また,日

本の状況を参照 しつつ,ア メリカの現状 についての批判

的見解,展 望を述べる比較論 も多い。

5.2執 筆者につ1.、て

署名 を持つ執筆はなく,著 名な人物によるものは他雑

誌からの引用記事のみである。逆にペンネーム,読 者か

らの投稿が散見 され,日 本での就業経験,滞 在経験を持

つ人物 による手記が多い。 この点は貴重である。

5.3引 用 され た 記 事 に つ い て(他 紙 との 関係)

TheBuilder,ThePopularScienceMonthlyな ど,具 体 的

に記 され て い る の は5件 の み で あ る 。

5.4各 記事の紹介

ここでは19世紀 における日本伝統建築,な らびにその

専従者についての認識を,端 的に示す記事を紹介する。

(1)日 本の伝統建築についての認識例

1883年 の文献 〈164>は,日 本の五重塔 についてのC.

DressereとJ.Conderの 著名な論争を引用 した記事である。

同記事では日本の五重塔の構造が,世 界の中でも独特な

ものであるとし,両 者の意見 を抄録 した上で,心 柱が当

初より浮いていて耐震的な振 り子構造 であったとするC.

Dressereの説 よりも,後 の収縮 による としたJ.Conderの

説に重 きを置いている。現地 日本での建築家や古老の大

工などにも確認 したとしている。

また日本の住居 についての紹介 も多々見受けられる。

特に初期 における論調が,日 本の伝統住居を合理的でシ

ステマティックなもの として肯定的に受け止めている。

1880年 の 〈159>は 日本の大工による和風住宅の建て方

を基礎から順次に紹介 した本格的なものであり,そ の詳

細 さからして技術者の実見 によるものと思われる。また,

1884年 の 〈165>はTheBuilderか らの引用記事であるが,

畳が普遍的に取 り換え可能であること,そ の面積単位が

住居全体の規模 を決定するモデュールになっている点等

について,高 い評価がなされている。

(2)日 本の大工,技 術者についての認識例

1880年 の前出 〈159>に おいては,日 本 における大工

(Daiku)の 地位 の高 さを報告 している。また1886年 の

〈167>で は,Minesの 学校において4年 間席 を並べ た日

本人技術者たちのことを批評 した投稿であり,彼 らの高

い記憶力と品性 を述べ,同 時にオリジナルなリサーチに

対する能力の欠如が指摘 されている。いわば現在の日本

人論 と同様の視点が存在することが知 られる。

(3)日 本の伝統建築技術に対する認識例

1882年 の前出 く163>も 読者(フ ィラデルフィアのX.

Y.Z氏)か らの投稿であるが,CentinelExhibitionで の 日

本人大工が用いたカンナに対する手つ きの素早 さの理由

を分析 している(図5-1)。 砥石の種類,た がねの形状

を評価するもので,技 術者ならではの視点がうかがえる。

(4)日 本の近代化についての認識例

1882年 の 〈161>は,実 際 に日本で技術者 として就業

した人物によるものである。 レンガのぜい弱性,下 水の

不完備などの,日 本の急速な西洋技術の摂取 と現実 との

矛盾が指摘 され,日 本の官僚制が発展の足かせになって

いることを批判 している。また1894年 の 〈171>で は,

横浜に竣工 した,陸 屋根,鋳 鉄製ですべての壁を中空の

ガラスブロックで満 たしたDr.W.VanderHaydenの 住宅



を紹 介 して い る。 そ の真 偽 は確 認 で き な いが,新 出 の 史

的事 例 と考 え られ る注4〕。

5.5nJapan"あ る い は"Japanese"の 消 失 に つ い て

CBに お い て も1900年 以 降 に"Japan"あ る い は"Japanese"

を冠 した 記 事 が 激 減 す る 。 こ れ は19世 紀 後 半 よ り継 続 し

て 日本 建 築 関 連 の 記 事 を扱 っ て きた,今 回対 象 と な っ た

建 築 雑 誌 全 般 に共 通 す る性 格 で あ る 。 しか しな が ら 同時

に,上 記 の単 語 を冠 さず,か つ 日本 建 築 か らの 影 響 を類

推 で き る よ うな 記 事 が,1900年 代 の 後 半 か ら散 見 さ れ る 。

例 え ばCoolidge&Carlson,Architect設 計 に よ る1907年1

月号 にお け る ア ム ス テ ル ダ ム派 を ほ うふ つ と させ るバ ン

ガ ロ ー 置 に 付 属 した 門 は,檜 皮 葺 の 唐 破 風 の 門 を思 わ

せ る(写 真5-1)。 あ る い はMattRjleyの 設 計 施 工 に よ る

ウ ィ ス コ ン シ ン州 のFishCreekに 竣 工 した 別 荘 を紹 介 し

た1911年4月 号 の 記 事t王6)にお い て は,ClayLancasterで

あ れ ば 当 然 日本 か ら の影 響 と断 じる に 値 す る,金 閣寺 を

イ メ ー ジ した か の よ うな竣 工 写 真 な ら び に 図 面 が 掲 載 さ

れ て い る(写 真5-2)。1900年 後 半,同 誌 に お い て は 盛

ん に近 代 的 なバ ン ガ ロ ー(ModemBungalow)が 取 り上

げ られ る よ うに な り,1909年 に は懸 賞 競 技 の結 果 が3カ

月 に わ た っ て 掲 載 さ れ て い る注7】。 こ の よ う な 流 れ の 中

で,日 本 的 モ チ ー フ は近 代 的 バ ンガ ロー の … 要 素 と して

回収 され る に至 っ た か の よ うで あ る 。

6.CRに つ い て

CRは1901年 か ら1916年 ま で,ニ ュ ー ヨー ク州 に お い

て 芸 術 運 動 家G.Sticklyを 編 集 長 と して刊 行 され た 。1,

2号 で モ リ ス と ラス キ ン を特 集 して い る よ うに,ア メ リ

カ で の 「ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ 運 動 」 の 先 導 的 役 割

を担 うべ く創 刊 され たが,次 第 に そ の 内 容 は実 務 的 に な

り,1904年 か らは ク ラ フ ツ マ ン ・ハ ウス とい う木 造 住 宅

を販 売 す る媒 体 に も な っ た 。 内 容 と して は,手 工 芸,家

具,建 築,保 存 改 築,庭 園,人 物,教 育,演 劇,詩,短 編

小 説,旅 行,歴 史 な ど教 養 の あ る家 庭 婦 人 を対 象 に した

ものが 多 い 。 出版 部 数 は最 大22,500部(1910年)で あ っ た。

6.1全 体カテゴ リーによる対象記事の性格

今回対象記事は全62件 であ り,こ れらのカテゴリー別

件 数,表6-1を 挙 げ る(重 複 を含 む)。

初期(1901～1905年)は,純 粋芸術 としての 日本美術

に関心が高 く,日 本画 ・木版画の自然観や特殊性 を賞賛

する記事が多 く見られる。また,封 建性から近代化 を目

指す日本の歴史的特異性 を強調する記事や,生 活用品に

芸術性を見出 した記事が多い。記事は論文調で,20ペ ー

ジに及ぶ ものがある。中期(1906～1910年)に なると,

日露戦争後の日本を戦勝国すなわち近代国家 として認識

するとともに,伝 統的な職人技術に支えられた,質 素で

自然な 日本の住宅や庭園から学ぼうとする姿勢が うかが

える。バ ンガロー住宅への日本の影響に関する記事 も見

られる。後期(1911～1916年)は,本 雑誌がより実務的

になる傾向に伴 って,イ ンテリアのエレメン トとして日

本建築や美術 をどのように利用で きるかとい う視点か ら

の記事や,書 評 ・広告が増加した。ただ し建築技術や資

源に関する記事 は見 られない。

6.2執 筆 者 に つ い て

初 期 は特 に 記 名 論 文 が 多 い の で,執 筆 者 は 多 岐 に わ た

る。 福 井 藩 理 化 学 教 師 と して 滞 日 した 『皇 国』 の 著 者 で

あ るElliotGriffis,E,Fenollosa夫 人 のMaryFenollosa,ロ ン

ドン のJapanSociety会 員 の0.Perciva,ES.Morseの 助 手

を し,日 本 美 術 商 と して ア メ リ カ で 活 躍 した松 木 文 恭,

ワ シ ン ト ンの 国 立 美 術 館 のR.1.Geare,な ど総 勢20名 を

超 え,そ の 多 くが 来 日経 験 者 と思 わ れ る。

6.3引 用 され た記 事 に つ い て(他 紙 との 関 係)

筆 者 書 き下 ろ しの 記 事 が 多 い た め,直 接 的 な 引 用 は ニ

ュ ー ス欄 に しか 見 ら れず,JapanSocietyBulletinか ら引 用

した 〈234>と 〈235>の2件 が あ る の み で あ る 。

6.4各 記事の紹介

(1)日 本美術について

1903～!905年 の記事では 「西欧の影響下で も日本美術

は雑種 になることはない」〈184>,「 日本が最盛期のギリ



シャ以上に美 と用 を日常生活で統合 した」〈186>な ど,

日本の美術 の普遍性 を挙げ,「 芸術 の国」 として比類な

き価値 を見出す とともに,生 活の中の芸術 として,酒 器

〈191>,箱 〈!92>,花 瓶 〈196>,手 ぬ ぐい く197>等 の日

用品の芸術性を論 じている点が注 目される。 さらに,日

常生活 に根ざした美術 という観点から,正 月と梅 〈207>

や,生 け花<229>,門 松<242>に ついての記事がある。

(2)日 本庭園について

1904年 の 「日本ではすべ てが完全に造形 され配置 され

てお り,日 本人にとって自然 とは繊細な楽器のようなも

の」〈190>と いう芸術性 を重んじた立場から,後 半はよ

り実践的にな り,日 本の小庭園を評価 し,そ こか らアイ

デアを得 ようとする傾向が見 られる。自宅に池のある日

本庭園を造った例 〈213>,太 鼓橋,飛 び石,ラ ンタンな

どを紹介 した例 く221>,さ らに具体的に 「日本人だった

ら小 さな庭をどうするか」<230>や,日 本の着想からの

裏庭の見直 し 〈231>,東 屋<236>な ど,「暮 らしの中に

日本庭園の良さを採 り入れ よう」と啓発する。

(3)日 本の生活について

河川での船上生活 を 「質素で芸術的」 と紹介する1906

年の記事 〈205>,京 都の一教授宅を例に,家 計簿や住宅

プランを挙げて説明 した記事 〈206>(図6-1),日 常 の

喜びに結びついている 日本の労働 と生活は,「それ自体

が美的」 とする記事<217>な ど,ア メリカと異なる質

実 な生活 を賞賛する。また,女 性教育を取 り上げたもの

として,京 都 同志社 の女学校 を取材 した1914年 の記事

〈238>が ある。

(4)日 本の建築 ・住宅について

1906年 の 「アメリカを含め西欧のこれか らの建築が装

飾のない正直(honesty)で シンプルな構法 に回帰する

にあたって,木 造建築 として完壁である日本建築の原則

に学ぶべ きものが多い」<204>や,日 本が中国の影響か

ら独 自に日本建築をつ くり上げたことを引用 し,ア メリ

カ国家の表現 としての建築を論 じた1909年 の 〈212>に

は日本の伝統建築への同調が表れている。 また,カ リフ

ォルニアのバンガロー住宅への日本の影響を述べた 〈210,

214,222>(写 真6-1),西 欧人が日本に住む場合の住 ま

い方について,ア メリカ人版画家の住宅を例 にとって記

述 した 〈211>は,異 文化間の住宅例 として興味深い。

(5)日 本 の職 人 ・大 工 に つ い て

「大 工 が 座 っ て 仕 事 をす る の は す べ て の 職 業 で 座 位 の

習 慣 が あ る か らで,鋸 や カ ンナ を西 欧 と反 対 に使 うの も

姿 勢 か ら きて い る」<195>,「 日本 で は職 人 は芸 術 家 で あ

る」 「す べ て の 階 層 が 芸 術 に対 して愛 情 を持 っ て い る」

<217>な ど,ア メ リ カの 職 人 との 比 較 に お い て,近 代 化

以 前 の職 人 社 会 を理 想 化 して み て い る 。

(6)イ ン テ リア に つ い て

1911年 以 降,日 本 風 の イ ンテ リ ア に す ぐ応 用 で き る小

物 や 部 材 を紹 介 す る 記 事 と して,窓 〈224>(写 真6-2),

欄 間 〈225>,照 明 〈226>,杉 仕 上 げ 〈228>,ろ うそ く立

て<244>が あ る 。 ま た 日本 風 イ ン テ リ ア の 例 と して イ

タ リ ア の デ コ レ ー タ ー が 造 っ た ア メ リ カ の ア パ ー ト

〈241>が あ る。

6.5小 結

「シンプルで自然 な生活」を提唱する本誌 にとって,

日本建築 ・庭園の簡素な美から学ぶべ きものは多かった。

さらに,生 活 と工芸 ・芸術の一致 を目指す 「アーツ ・ア

ンド・クラフツ」の流れにおいて,日 常に芸術が織 り込

まれた日本の生活は,一 つの理想であったと思われる。

感嘆と賞賛に満ちた初期の記事から,日 本の要素をアメ

リカのインテリアに採 り込 もうとする後期の実践的記事

への変化は,日 本建築 ・美術がアメリカに消化され,そ

こに適応 してい くプロセスを示す ととらえられる。

7.HGに つ い て

同 誌 は 月 刊 誌 と し て,1901年 に フ ィ ラ デ ル フ ィ ア で 創

刊 さ れ た 。1906年 か ら 出 版 社 名 はJohnC.WinstonCo.,

と な り,1909年 か ら 出 版 社 名 もMeBride,Winston&Co.,

住 所 も ニ ュ ー ヨ ー ク に 移 っ て い る 。 そ の 後,出 版 社 の 拠

点 は 変 わ ら な い も の の 出 版 社 名 は1911年 に はMeBride,

Nast&Co.,1915年 に はCondeNast&Co.,と 変 更 さ れ て

い る 。 読 者 は 主 婦 を 中 心 と す る 一 般 人 で,そ の 内 容 は

1908年 の 記 述 に よ れ ば 「AnIllustratedMonthlyDevoted

toPracticalSuggestionsonArchitecture,GardenDesigning

andPlanting,Decoration,HouseFumishingandKindred

Subjects」 と あ り,ま さ に 住 宅 ・庭 園 ・家 具 を 中 心 と し

た 家 庭 生 活 に 対 す る 現 実 的 な 提 案 を 行 う こ と を 目 的 と し



ていた。今回の調査では,調 査先の所蔵状況か ら1922年

まで しか資料収集がで きなかったため,今 回は1902年 か

ら1922年 の20年 間を分析 している、,

7.1全 体カテゴリーによる今回対象記事の性格

今回対象記事は全30件 であり,こ れらのカテゴリー別

件数,表7-1を 挙げる(重 複を含む)、,

日本 美 術 お よ び庭 園 に 関 す る記 事 が 圧 倒 的 に多 い 。 通

時 的 に見 れ ば,1909年 まで は庭 園 関係 の 記 事 が 多 く,か

つ,日 本 庭 園 に深 い精 神 性 を見 出 し,そ れ を 高 く評 価 し

よ う とす る意 図 が う か が え る。 そ れ に対 し,1910年 以 降

で は 美 術 品全 般 の 紹 介 が 多 く,精 神 性 よ り も 日本 美 術 の

優 れ た 技 術 的 な側 面 に注 目 して い る よ う に思 え る,,ま た

住 宅 関 連 記 事 は 少 な い もの の,1909年 以 降 に 集 中 して み

られ る。 住 宅 関 連 記 事 が 少 な い 理 由 と して 〈271>に み

る よ う に伝 統 的住 宅 の特 徴 と して真 壁 造 で 部 材 が 意 匠 材

を兼 ね て い る こ と,間 仕 切 が 可 動 で あ る こ と,自 然 の 材

料 を使 い こ な して い る こ と を述 べ て い る こ とか ら明 らか

な よ う に,同 誌 の発 行 以 前 に既 に わが 国 の 伝 統 的 住 宅 の

情 報 が,同 国 で 行 き渡 っ て い た た め と推 察 さ れ る 、、また,

1909年 以 降 に住 宅 関 連 記 事 が み られ る の は,〈270>の サ

ブタイ トル 「InteriorsDecoratedalldFumishedintheEuropean

MannerinHousesofTraditionalsJapaneseArchitecture」 か

ら う か が え る よ うに,単 な る伝 統 的 な住 宅 の 紹 介 で は な

く,西 洋 文 化 の 流 入 後 の 日本 住 宅 の 様 子 を述 べ る た め で

あ っ た と推 察 で きる 。

7.2執 筆者について

記事の大半は署名の付 された書 き下ろしで,他 雑誌か

らの引用記事はない。執筆者の素性 は明 らかではないが,

日本庭園の記事 を書いたR.A.Cramは 明治期に来日し,

国会議事堂を設計 したことで も知 られる著名建築家であ

り,ま た,生 け花の記事 を書いている松木文恭はアメリ

カでE.S.Morseの 助 手を務めた人物である。 また,他 の

日本庭園に関する多 くの記事 も,内 容から来 日の経験者

が記 したもの と推察される。

7.3引 用 さ れ た 記 事 につ い て(他 紙 と の 関係)

他 雑 誌 か ら の 引 用 記 事 は な い が,〈250>の 指 図 は

「Couder'sclassicvolume"TheFlowersofJapan"」 に よ る

と あ る。 こ の 「Couder's」 は 」.Conderと 考 え られ る 。 な

お,そ のJ.Conderの 著 書 が既 に古 典 と して と ら え られ て

い た こ と は興 味 深 く,わ が 国 の 文 化 を伝 え る 出版 物 が 普

及 して い た様 子 が うか が え る 。 ま た,ア メ リ カ の 日本 庭

園 の 紹 介 記 事 の 中 に 日本 の素 性 に詳 しい松 井 文 恭,E.S.

Morseの 引 用 が 見 られ るが そ の 出 典 は明 らか で は な い 。

7.4各 記 事 の 紹 介

収 集 し た 日本 関 連 記 事 に は 日本 の伝 統 建 築 や そ の 専 従

者 で あ る 大 工 な ど に関 す る記 事 は ほ とん ど見 られ な い 。

ただ,ユ908年 の 〈252>で は 日本 庭 園 を造 るた めS.Furukawa

とA.Kimuraを 雇 い 入 れ て た こ と が 記 さ れ て い る 。2人

は 「Japanesecraftsmen」 とあ る こ とか ら,造 園 家 で は な

い 。 類 似 した職 能 とい う こ とで雇 わ れ た もの と思 わ れ る

が,当 時 の ア メ リ カ にお け る職 人 の 理 解 の 仕 方 を うか が

わ せ る 事例 とi言え る。 次 に,伝 統 的 日本 住 宅 の 記 事 か ら

伝 統 的 住 宅 の 認 識 の 様 子 を み て お き た い 。1911年 の

〈259>で は 日本 住 宅 の 特 徴 と して,靴 を脱 い で 室 内 に入

る,室 内 は襖 ・障子 で 仕 切 られ る,単 純 な 線 で 構成 され

て い る,な どが 挙 げ ら れ て い る。1919年 の 〈271>はHG

掲 載 用 にA.D.Reedが 考 案 した 日本 風 の バ ン ガ ロ ー が 紹

介 され,そ の 特 徴 と して 柱 が 露 出 した構 造(真 壁 構i造)

で,基 礎 は 自然 の 玉 石 を

露 出 させ る,部 屋1司 士の

仕 切 に ひ と ま とめ に で き

る 引 き違 い の バ ネ ル を 用

い る こ と(図7-1,7-

2,7-3)が 記 さ れ て い

る 。 これ らか ら判 断 して,

日本 の 伝 統 的住 宅 の 特 徴

は理 解 され て い た と考 え

られ る 。 な お,当 時 の現



代住宅 について述べている記事としては1919年 の 〈270>

があ り,大 阪の 日高伴設計の住友家を和洋の様式をうま

く組み合わせた現代の日本住宅の典型 として紹介 してい

る。また,ニ ュー ヨークの高峰譲吉邸(写 真7-1)も ,

同類の住宅 として紹介 している。

8.総 合分析ならびに結論

8.11902～1910年 における対象雑誌全体の動向

ここでは,対 象5誌 における件数の動向について相関

的に比較するため,5誌 が出揃 う1902年 か ら日本関連記

事が減少 した1910年 までを対象 として分析 した。

まず記事内容についてであるが,各 雑誌の紹介 におい

て示 したように,そ れらは購買層の潜在的な欲求がビビ

ッドに反映された結果となっている。 しか しながら,い

ずれの雑誌 も19世紀 まで残存 したと認識 された日本の伝

統的精神性が,20世 紀初頭の日本の軍国化,近 代化のも

とに変質 して しまったという大 きな物語の中にあること

は納得 されよう。鈴木博之の論考 には,イ ギリスにおけ

るこれと同様の推移が1890年 代以降に顕著になったこと

が指摘 されている注8)。10年の後 にアメリカにおいても,

同様の認識の変質が起 こったのである。

さらにこの状況を,対 象雑誌全体の動向 を勘案 しつつ

検討すると,2つ の特色が明らかになる。一つは,19世

紀後半 に創刊 されたAABN,CBに 共通する もので,そ

れ ら2誌 ともが20世 紀初頭,1900年 代初頭の 日本の 「近

代化」に否定的に呼応 したかのように,明 らかに記事数

が激減 している点である。この特徴には,日 本建築なら

びにその専従者に対する初期的な学習(収 奪)態 度の継

続(19世 紀後半)と,日 本側の近代的変化 に よる学習

(収奪)意 欲の喪失(20世 紀初頭)が 反映されていると

みてよいであろう。彼 らは近代化の父親 として,未 開の

子に野生の美 を見出 し,そ の子の成長とともに,敵 対 し

うる隣人として日本を認識するに至 ったわけである。こ

のような認識的変遷はエキゾチズムー般のモデルにもよ

く合致 しうる。 しか しなが ら今回の調査で多 く明らかに

なったことであるが,19世 紀における2雑 誌の記事 には,

それぞれに特色のある検討態度 と予想以上 に深い技術的

知識の獲得があった。これについては大 きく評価される

べきであろう。

もう一つは,20世 紀初頭か ら創刊 されたCR,HG2誌



の,上 記誌に比較 した場合の継続的な日本記事の紹介態

度である。この継続性 には以前の2誌 と異なった動機が

あったと考 えるべ きであろう。CRは,1900年 代では質

素な日本の住宅,生 活自体の芸術性 を賛美 していたのに

対し,そ れ以降はインテ リアの問題 としてそれ らを扱 う

ようになった。HGは,1900年 代 までは 日本庭園の 「深

い精神」をテーマとした記事が多かったのに対 し,そ れ

以降は技術的側面を主たるテーマにしている。つまり2

誌いずれもが,ア ーッ ・アンド・クラフツ運動や近代的

なバ ンガローの成立に関与 してい く中で,日 本的要素を,

より疎外的に自らの体系の…部 として位置づけうるよう

な段階に至っていたことが推測されるのである。

以前の2誌 に比べ2誌 におけるアメリカにおける日本

建築の影響 についての記事(カ テゴリーHに 該当,表2

-1参 照の こと)が 格段 に増加 していることは,こ れを

反映 している。つまりこの時期,ア メリカにおいて 「日

本」は既に内向 していたのである。これらの内向化の過

程 をよく表 しているのがARの 記事動 向である。1920年

代以 降は主 にF.LWrightやA.Raymond等 によって咀噛

された 「日本」を扱 っているのである。

8.2心 柱 を め ぐ っ て

各 誌 に 共 通 す る題 材 の 取 り扱 わ れ 方 の 相 違 例 を述 べ る。

五 重 塔 の 心 柱 は,日 本 の伝 統 建 築 の潜 在 的 な技 術 力 の 象

徴 と して,そ の解 釈 を め ぐ り初 期 の 関 心 と議 論 の 中 心 の

一 つ と な っ た 。 今 回 の 対 象 雑 誌5誌 の 中 に4件(AABN

に2件,CBとARに 各1件)の 関 連 記 事 が あ 〈)たの で,

そ の 比 較 を行 い つ つ 雑 誌 間 の 階 層 的 差 異 に つ い て 指 摘 し

た い 。 周 知 の よ う に心 柱 をめ ぐる議 論 は,1882年 か ら6

年 に か け て の イギ リス の 美 学 者 な ら び に デ ザ イ ナ ー で あ

っ たC.DressereとJ.Conderと の対 立 を も って 代 表 され る 。

端 的 にC.Dressereが 日光 の 五重 塔 の心 柱 に 振 り子 説 を提

示 した の に対 し,」.Conderは そ れ を部 材 の 収 縮 に よる偶

然 的 な もの と した の で あ るit9)。

両 者 の 説 に対 して,1883年 のCB<164>で は」.Conder

説 を支 持 した 。1886年 のAABNで は,自 由 の 女神 を建 設

す る際 に 起 こ っ た議 論 を取 り上 げ た 記事 〈48>に 関 連 し

てJ.Conder説 を 支 持 し て い る 。1894年 のARに お け る

C.T.Matthewsに よ る 記 事<136>で は,逆 にC.Dressereを

支 持 して い る 。EnglishMechanics誌 か らの 転 載 で あ っ た

1899年 のCB〈183>で は,五 重 塔 を心 柱 へ の 言 及 な く,

全 体 的 な振 り子 構 造 を持 つ も の と解 釈 して い る。

これ ら雑 誌,時 代 に よ る見 解 の 相 違 につ い て は さ ま ざ

ま な解 釈 が 成 り立 ち う るが,特 に い ち 早 く反 応 したCB

の 立 脚 点 に注 意 して お き た い,、CBは ア メ リ カの 大 工 を

購 読 層 に 持 つ 雑 誌 で あ り,19世 紀 を通 じて特 に 日本 の 大

工 職 人 の 作 業 に 関 す る報 告 を 主 に行 っ て い た 、,彼 らに と

っ て 日本 の 大 工 職 人 の 「優 秀 さ」 は,当 痔 の ア メ リ カ内

の組 合 活 動 に 関 連 した 政 治 的 背 景 の 中 で,脅 威 と もな っ

て い た と推 測 さ れ る。ARやAABNに お け る 単 な る 称 賛

に終 わ らず,実 地 の観 察 に よ る技 術 的 報 告 が 多 い の も そ

の た め で あ ろ う。 この 状 況 の 中 に あ って,彼 らが機 敏 に

技 術 的 驚 異 を 敷 延 す るC.Dressere説 よ り も,J.Conder説

を採 っ た の は必 然 的 な こ とで あ っ た 。

繰 り返 しになるが,重 要なのは,彼 らの日本理解 に対

す る 「正確 さ」で はな く,彼 らの近代 化 に とっての

く鏡〉とな りえた 「日本建築」の意味 なのである。従来

からの定説でもあったアメリカのモダニズムにおける日

本建築の影響が,今 後なお指摘 されるとするならば,そ

の主体は日本建築自体にあるのではなく,ア メリカ側の

主体的立場において成 り立っていることなのである。

<注>

1)日 本 建 築 が ア メ リ カ建 築 に影 響 を与 え た とす る定 説 は流 布 し

て お り,基 本 文 献 で あ るCLancaster"JapaneseInfluencein

America「1.NewYorkCity:WaltonH.Rawls,1963.の ほか,V.ス

カ リー,長 尾 重 武 訳 「ア メ リカ住 宅 論 』鹿 島 出版 会,1978年,

WilliamJ.R,Curtis,「'ModernArchitecturesincel900"等 多 くの美

術,住 宅 関連 文 献 に散 見 され る。

2)先 駆 的研 究 と して鈴 木博 之 に よ る論 考(参 考 文 献 参 照)が 挙

げ られ る。 その 論 点 は 日本 建 築 な らび に そ の 専 従 者 に つ い て

の 考 察 を広 く行 う こ とが 目 的 で は な か っ たが,本 論 を進 め る

に あ た って 前提 とな る もの であ る。

3)例 えばAveryIndexに お け る,建 築家A,Raymondに 関 す る もの を

除 く伝 統 的 な らび に 日本 近代 建 築 の 関連 記 事 は75件 であ った 。

4)同 住 宅 に よ る別報 告 が,AABNに よっ て な され て い る く95>。

5)RusticEntranceand(:}ardener'sCottageat',RockyLedge"Newton,

MASS

6)ARefreshmentBuildingAtFishCreek,WIS

7)CompetitioninModernBungalows,AprilNJune,1909

8)&9)2)を 参 照 の こ と
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